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根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

八雲町営小牧荘の利用料助成に関する要綱

2

担当課

1

市民生活

生活交流課

交流係

43

平成３０年度以降

交流

事業類型 一般

姉妹都市・友好都市などとの交流を深める

1

年少者から高齢者まで幅広く、友好都市である八雲町を知ってもらい、八雲町との交流を促

進する。

○平成23年度実施内容

・友好都市八雲町との交流を促進するため、八雲町にある「町営小牧荘」宿泊者に対して宿

泊料の補助を実施した。（大人：１泊5,000円）。

・職員は助成金の支払い事務のほか、小牧市・八雲町交流市民の会の事務局を担当してい

る。同会は会費制により運営し、市からの補助はない。

・小牧市・八雲町交流市民の会では、夏の北海道・八雲町自然体験ツアーを実施し、小牧市

民と八雲町との交流の場を設けたり、八雲町の特産物を会員に配布したりすることでつなが

りをつくっている。

（経費）交流の家「小牧荘」宿泊料助成金　1,194,300円

（小牧荘宿泊料自己負担額（平成２３年度まで））

大人１泊２日1,470円　　小学生１泊２日1,300円

助成 55

総合計画

分野別計画
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従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

0

2,208

大人１泊２日1,470円　　小学生１泊２日1,300円

○平成24年度実施内容

・平成23年度をもって小牧荘が廃止になったことに伴い、新たな助成制度を創設し、引き続

き宿泊料の助成を実施する。

<主な変更点>

・対象となる施設を小牧荘１箇所から八雲町内の２０箇所の宿泊施設に拡大

・中学生以上、小学生、小学生未満で助成額が異なっていたが、5,000円に統一

・対象者を小牧市在住、在勤、在学もしくは愛知県内の小牧市・八雲町交流市民の会会員と

し、県外の会員と会員の家族を対象外にした。

（経費）八雲町宿泊施設宿泊料助成金　1,750,000円
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指導参加者
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小牧荘宿泊料助成事業については、目標は達成できなかった。理由としてはＰＲ不足

や施設のハード面や、立地面で旅行者のニーズに十分対応できなかったことが考え

られる。しかし、200名を超える方に八雲町へ行っていただき、八雲町との交流のきっ

かけづくりに貢献した。
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年年年年

小牧荘の利用について、平成２０年度からは毎年200人以上の利用があるため一定

の利用のニーズはあると思われるものの、平成２３年度は前年度よりも利用者数が減

資金面での助成がなくなることで、八雲町を訪問する小牧市民が減り、交流の機会が

減少することが考えられる。
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一次評価のとおり。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

時代とともに変わる旅行者のニーズに対応するため、制度を変更し、助成対象施設を

八雲町内の２０箇所に増やしたため、市民にとって利用しやすくなったことを、広報こ

まき、ホームページ、新聞、ケーブルテレビなどでＰＲすることで、助成制度の利用を

促進し、八雲町との交流を活発なものにする。

年年年年
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実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

の利用のニーズはあると思われるものの、平成２３年度は前年度よりも利用者数が減

少した。施設のハード面において、個室がない、部屋にトイレがない、露天風呂がない

など、時代とともに変わる旅行者のニーズに十分対応出来なかったことや減少の要因

のひとつではないかと予想される。

平成２４年３月３１日に小牧荘が廃止になったことを契機に助成制度を見直し、より魅

力的な、利用しやすい制度に変更したため。

方向性の判定


